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1.研究の目的

テレホンカー ドなどの磁気カー ドは､磁気ス トライプ上の磁気情報の判読 ･書換が比較的容易であるが､

偽造 ･変造 ･不正使用の危険性が高く､セキュリティに課題がある｡本研究では非磁性-強磁性転移を利用

することにより一度使用したメモリを再使用できなくする磁気カー ドのセキュリティ対策の基礎研究として､

窒化鉄の非磁性一強磁性転移に着目し､出発原料であるFeC204粉末からFe2Nの合成および熱分解挙動を検

討するとともに､磁気特性を詳細に調べた｡

2.実験方法

出発原料であるFeC204粉末はFeC12aq.とUH.)2C20.aq.およびH2C20.･EtOHを用いた沈殿法により調製 した.

これらの粉末をNH3ガス流通下において350-450oCまで昇温して lh.保持した後､急冷し窒化反応を終了さ

せて生成物を得た｡合成 した Fe2N粉末の熱分解挙動を調べた｡

3.研究成果

① FeC204をFeC12aq.一匹H4)2C20.aq.およびFeC12aq.-H2C204･EtOHの組み合わせを用いた沈殿法で調製する

と､粒子径に明確な違いが見られ､FeC12aq: PH4),C,04aq.の場合には約 5L'm/FeC12aq.-H2C20.･EtOH

の場合には200-300nm となり､後者の方がFeC204は微粉末で得られた｡

② FeC12aq.-H2C204･EtOHの組み合わせを用いて調製 したFeC204粉末をNH3ガス流通下､350-450oCの範

囲で 1h.熱分解すると､350-400oCではFe304とFe2Nの混相が得られ､熱分解温度の上昇とともにFe2N

の生成相割合が大きくなり､410-450oCの範囲で単一相が得られた｡

③ 得られた単一相のFe2N粉末をArガス流通下､200-500oCの範囲で 30min.熱分解すると､Fe2Nは350oC

より分解が始まり､Fe3N(400oC)-Fe4N(450oC)-Fe(500oC)とそれぞれ単一相が得られた｡

窒化鉄中のN/Fe比は連続的に小さくなった｡また､各熱処理温度で得られた単一相の窒化鉄の飽和磁化値

は Fe3N で 138emu/g､Fe4Nで 169emu/gであった｡これらのことから､Arガス流通下では非磁性の Fe2N は

400oCで強磁性のFe3N-転移することを確認 した｡
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